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義1収量と栽植密度の関係
1　は　じ　め　に

岩手県におけるレタスの栽培面積は年々増加傾向にあり

大部分にマルチ移植栽培が取り入れられている。しかし，

収量的には10。当たり2000毎前後の低収にとどまってお

り，しかも盛夏時の品質低下が問題となっている。

低収の原因としては株数が少ないこと，障害球や腐敗球

の発生等が考えられる。そこで本研究では作型ごとに載積

密度及びマルチ様式の収量・品質に及ぼす影響について検

討した。

2　就　験　方　法

（1）供試条件

1）栽植距離

58年は120C孤×30cn，120cm×25cm2条，150cmx27cm

3条，150cm×30cm4条，45cmx23cnl粂（全面マルチ），

59年は100cmx30cm，100cm×25cm2粂・，150cmx27cm3

条，150cmx30cm4条，45cmx23cml粂（全面）．60年は

100cmx30cm，100伽×24C呵2条．150C覆×27cn3条，150

の×30cn4灸，45cm×23cml条（全面）で検討した。

61年はうね幅を90，100cm2条．130cm3条，40，45，

50cm1条（全面マルチ）の6種類とし，各々株間で栽植密

度を700，800，900株／αに調整した。なお1000株／〃は

うね間130cm3条及び40cml条（全面）の2種類で検討し

た。

2）播種期及び品種

4月1日（マイレタス．58～60年）5月8日（シスコ，

61年）5月20日（ユニバース，58～60年）5月30日（セシ

ル，61年）7月1日（マイレタス，ユニ′ヾ－ス，58－60年）

なお4月1日，5月8日は透明マルチ，5月20，30日は

白黒ダブルマルチ，7月1日は黒マルチを使用。

（2）耕種概要

1）育　苗　3．5cm角×5cn高ペーパーポット育苗

2）施肥量　N12．O P20527．9　K2012．0噌／10β

3　試験結果及び考察

表1に栽植密度と球重・収量の関係を示した。球垂につ

いては各播種期・品種とも栽植密度との関係は認められな

播 種 期

（年 次 ）
品　 種

相 関 係 数
回帰 式 （収 量 ）

球 垂　 収 量

4． 1
（58～60 ）

マイレタス
　　　　 ＊蠣
－0．10　 0．8 8 y ＝322ヱn x －177 5

5．8
（61 ） シ　 ス　 コ

－0．14　 0．9r 蠣
y ＝＝268ヱn x －149 0

5．20 1）

（58 ・60 ）
ユニン －ヾス 0．48　 0．8才■ y ＝0．4l x －75

5．30
（61 ）

セ　 シ　 ル
0．40　 0．9㌢ y ＝267ヱn x －149 0

7． 12）

（58 ・59 ）

マイ レタス
0．02　 0．7㌢

y 三0．18 Ⅹ－65

ユニノ －ヾス
　　　　 ■■
－ 0．05　 0 ．79 y ＝ 206血 Ⅹ－ 10 92

注．y＝収量　X＝栽植密度
1）59年は腐敗が多発したため除外した。
2）60年は異常高温による抽台多発のため除外した。

かった。またマルチ様式の違いによる影響も認められず各

条ともほぼ同じ球垂を示した。球径についても球重の場合

と同様，栽低密度，マルチ様式の違いによる影響は認めら

れず，しかも変型球の発生程度にも差は認められなかった。

収量については各播種期，品種とも栽植密度との間に高い

正の相関が認められ，試験の範囲内で密植ほど収量が高ま

る傾向にあった。回帰式の傾きは播種期が遅くなるに従が

い小さくなる傾向があり，密椿の効果が小さくなったがこ

のことは播種期が遅くなるに従がい日射量が少なくなるた

めと推察された。また同十栽植密度では2条よりも3条，

全面マルチでやや収量が劣る傾向があったが（表2），こ

れは腐敗率の多少によるもので，3灸，全面で腐敗率が多

く，特に夏どり作型で顕著であった。また3条，4条の多

条マルチではマルチの中央部の条で生育遅延や腐放球の増

加があった。2粂マルチと全面マルチを比較すると，全面

マルチでは初夏どり作型では生育が進み，夏どり作型では

腐敗が高まる傾向にあった。このことは10cm地下の地温が

2条に比較して全面マルチが高く推移し，特に夏場でこの

傾向が顕著になり，地下部の生育や腐敗球の発生に影響を

与えたためと思われる（図1）。

以上の結果．マルチ様式は各作型とも2条が良好であっ

た。また載積密度と球重，球径には一一一定の傾向は見られな

かったが．収量については1000株／10‘I程度までほ密櫓は
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衷2　栽植密度と球垂，収量，腐敗率の関係
（昭和61年）

栽 植

密 度
栽 植 様 式

5　 月　 8　 日　 播 種 5　 月 3 0　 日　 播 種
腐 敗 率 （％）

シ　　　 ス　　　 コ セ　　　 シ　　　 ル

球　 垂　 球　 径　 収　 量 球　 垂　 球　 径　 収　 量
シ ス コ　　 セ シ ル

（ダ）　　 血 ）　 （梗 ） （ダ ）　 （印 ）　 （毎 ）

7 0 0

9 0 × 3 1 ，7　 2 粂 4 0 4　　　 1 3 ．9　　　 2 7 3 4 1 7　　 1 4 ．4　　　 2 5 ＄ 2 ．3　　 1 0 ．4

1 0 0 X 2 8 ．6　　 ′ 3 8 1　　 1 3 ．8　　　 2 6 1 3 8 3　　 1 3 ．6　　　 2 3 1 1 ．1　　 1 1 ．5

1 3 0 × 3 3 ．0　 3 粂 3 8 4　　 1 3 ．1　　 2 5 4 4 4 7　　 1 4 ．1　　 2 4 9 4 ．3　　 1 7 ．4

5 0 × 2 8 ．6　 全 面 3 9 1　　 1 4 ．1　　 2 5 6 4 6 1　　 1 4 ．4　　 1 9 4 0　　　　 4 0 ．0

4 5 × 3 1 ．7　　 〝 3 7 4　　 1 3 ．8　　　 2 5 1 4 1 4　　　 1 3 ．4　　 1 8 3 4 ．0　　　 3 6 ．7

4 0 × 3 5 ．7　　 〝 4 0 5　　 1 4 ．9　　　 2 7 7 4 7 9　　 1 4 ．2　　　 2 2 0 0　　　　 3 3 ．3

8 0 0

9 0 × 2 7 ．8　 2 条 3 9 7　　 1 3 ．9　　　 3 1 4 4 5 9　　 1 4 ．2　　　 3 1 7 1 ．1　　 1 0 ．1

1 0 0 × 2 5 ．0　　 〝 4 0 3　　　 1 3 ．7　　　 3 0 6 4 0 7　　　 1 3 ．8　　　 2 8 9 4 ．2　　　　 5 ．5

1 3 0 × 2 8 ．8　 3 条 3 8 2　　 1 2 ，9　　　 2 7 0 4 3 2　　　 1 3 ．2　　　 2 9 7 7 ．2　　　 1 4 ．0

5 0 × 2 5 ．0　 全 面 3 9 0　　 1 3 ．5　　　 3 0 5 4 7 9　　　 1 5 ．0　　　 3 0 9 0　　　　 1 9 ．4

4 5 × 3 1 ．7　　 〝 3 9 8　　 1 4 ．3　　　 3 1 1 4 7 3　　 1 4 ．4　　　 3 3 0 2 ，2　　　　 9 ．7

4 0 × 3 5 ．7　　 〝 3 9 （〉　　 1 3 ．8　　　 3 1 7 4 6 3　　　 1 3 ．9　　　 2 8 4 0　　　　 2 0 ．0

9 0 0

9 0 × 2 4 ．7　 2 条 3 8 5　　 1 4 ．1　　 3 3 2 4 4 0　　　 1 4 ．4　　　 3 5 0 0　　　　　 5 ．8

1 0 0 × 2 2 ．2　　 〝 3 9 4　　 1 3 ．7　　　 3 4 0 4 0 7　　 1 3 ．1　　 3 0 6 1 ．0　　　 1 0 ．9

1 3 0 × 2 5 ．6　 3 条 3 8 2　　 1 3 ．3　　　 3 2 4 3 9 7　　 1 3 ．6　　　 3 1 0 2 ．2　　　　 8 ．7

5 0 × 2 2 ．2　 全 面 3 8 9　　 1 4 ．3　　　 3 3 3 5 0 5　　 1 5 ．4　　　 3 2 4 2 ．4　　　 2 8 ．6

4 5 × 2 4 ．7　　 〝 3 7 8　　　 1 4 ．2　　　 3 1 4 4 5 4　　 1 4 ．2　　 1 3 1 5 ．1　　 （汀 ．9

4 0 × 2 7 ．8　　 〝 3 7 6　　 1 3 ．9　　　 3 2 5 4 7 3　　 1 5 ．1　　 2 7 8 0　　　　 3 4 ．9

1 0 0 0

1 3 0 × 2 3 ．1　 3 粂 3 7 4　　　 1 3 ．1　　　 3 3 4 4 2 2　　 1 4 ．0　　　 3 6 6 6 ．9　　　 1 1 ．0

4 0 × 2 5 ．0　 全 面 4 0 8　　 1 4 ．4　　　 3 3 8 4 4 1　　 1 4 ．2　　　 3 3 1 1 ．2　　　 2 5 ．0

も加　　　71　　71　　11　　Tlb　　　721　　7加　　　一ユl

図1　5月20日播種マルチ下10cmの地温推移
（白黒ダブルマルチ）川0年）

ど高まる傾向が認められた。

4　ま　　と　　め

マルチ様式及び栽植密度と品質収量の関係を知るため2

～4粂及び全面（1条）マルチ方式について検討した。

その結果，マルチ様式は名作型とも2条が良好であった。

3．4粂マルチではマルチの中央の条で腐敗球が多く発生

した。全面マルチは2灸マルチに比較し，地温が高く推移

し，夏どり作型では腐敗が多く発生したが，初夏どり作型

では生育が促進された。

また栽植密度と球垂・球径の間には一定の傾向は見られ

なかったが，収量については1000株／10〃程度までは密植

ほど高くなる傾向が認められた。
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